
ポリアミンはタンパク質合成の潤滑剤

五十嵐一衛 千葉大学大学院薬学研究院展示責任者
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生き物の細胞１つ１つの中には、その生

き物を作るための情報が書かれたDNA

がしまわれています。30億個のA、T、C、

Gで表現されているDNAのうちでも特に

重要な部分は、タンパク質を作る情報を

指定している部分で、ヒトの場合、約

30000個あるといわれています。タンパ

ク質は20種類のアミノ酸からできてお

り、そのアミノ酸にはそれぞれA、C、D、E、

F、G、H、I、K、L、M、N、P、Q、R、S、T、V、

W、Yのアルファベットが当てはめられて

います。つまり、タンパク質はこの20種

類のアルファベットの並びとして、ゲノム

中で指定されているのですが、その並び

の中にはいろいろ面白いものが見つか

ります。

例えば、展示責任者の名字NAKAIとい

う文字の並びはヒトゲノムの中にはない

ようですが、名前KENTAは、11カ所も見

つかりました。データベースを調べてみる

と、このうちの一つは、基本転写因子IIIC

と呼ばれる非常に重要な働きをするタン

パク質で16番染色体にあることがわかり

ました。

さあ、あなたもヒトゲノムに刻印された自

分の名前を探してみましょう！

あなたの名前はヒトゲノムの中に刻印されている!?

中井謙太 東京大学医科学研究所展示責任者
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蛋白質は、生命の維持に必要な多くの

機能を担っている巨大分子です。それは、

遺伝子によって指定された配列で、アミ

ノ酸が鎖状に繋がった分子として生体

内で合成された後、自発的に糸鞠状構

造に折り畳まれて機能を発現できるよう

になります。この球状蛋白質の内部で

は、水に溶け難い疎水性アミノ酸が互い

に凝集して、「疎水核」と呼ばれる'芯'を

作っています。水中で油の分子が水との

接触を避けて凝集するように、疎水性ア

ミノ酸は、紐状の蛋白分子を折り畳んで

安定な塊状構造を形成する上で重要な

役割を果たしています。どのようにして紐

状分子が球状構造を作るのかは、「蛋白

質フォールディング問題」として、生物科

学での未解決問題の１つになっていま

す。この中で私達は、高速計算機を用い

た分子動力学シミュレーション法による

研究から、疎水性アミノ酸が、天然蛋白

質の特異的な立体構造の安定性の確

保に寄与するだけでなく、蛋白質の折り

畳み過程を加速する上でも、重要な役割

を担っていることを明らかにしました。コン

ピュータの分子グラフィクスを通して、ア

ミノ酸の物理的性質を巧みに利用する

ことにより、蛋白質が生物機能素子とし

て精妙に設計されていることを理解して

頂ければ幸いです。

蛋白質の'芯'が折り畳みを加速する？！

曽田邦嗣 長岡技術科学大学生物系展示責任者
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ポリアミン（プトレスシン、スペルミジン、ス

ペルミン）は数個の窒素分子を含む低分

子塩基性物質です。ポリアミンはヒト精

液中から約300年前に発見されましたが、

その働きがあまりわかっていない神秘の

物質です。ポリアミンは食事から体内に

取り込まれるし、また体内でも作ることが

でき、生体内の量はほぼ一定に保たれて

います。そのため、生体内のポリアミンの

量がうまく調節できないと癌などの病気

になってしまいます。

私達は、ポリアミンの働きを知るために大

腸菌を使って実験をしています。ポリアミ

ンを作ることができない大腸菌は、ポリア

ミンを作ることができる大腸菌に比べて

生育速度が遅くなります。しかし、外から

ポリアミンを加えると生育が速くなるの

で、ポリアミンは細胞の生育に重要であ

ることがわかりました。私達はポリアミン

を作ることができない大腸菌に、外からポ

リアミンを加えた時mRNAの構造が変わ

り、活発に作られる５種類のタンパク質を

発見しました。さらにこれらのタンパク質

により多くの遺伝子が活発化することが

わかりました。ポリアミンは特定タンパク

質を効率よく作る潤滑剤であり、その役

割についてはポスターを見ながら是非質

問して下さい。

（図1）リンゴの芯

（図2）チロシンキナーゼSH3ドメイン
疎水核残基を球で表示している
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はたらくゲノム-タンパク質

ゲノム基礎研究に主軸をおく文部科学省科学研究費の研

究プロジェクト。ミレニアムプロジェクトの一環として2000年か

ら5年計画で開始しました。4領域の構成は、多細胞生物の

遺伝子システムとその進化の解明をめざす「統合ゲノム」、疾

患遺伝子研究を推進し病態の分子レベルのメカニズム研究

を進める「ゲノム医科学」、微生物を中心に細胞という階層で

の遺伝子システム解明に挑む「ゲノム生物学」、ゲノム情報

解析技術とその基礎理論の開発研究を進めるとともに関連

分野からの人材流入促進の受皿を目指す「ゲノム情報科学」

です。

全国の大学・研究機関から約300の研究室が参加しています。

ゲノム4領域代表者
「統合ゲノム」代表

小原雄治（国立遺伝学研究所生物遺伝資源情報総合センター・教授）

「ゲノム医科学」代表
菅野純夫（東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター・助教授）

「ゲノム生物学」代表
小笠原直毅（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科・教授）

「ゲノム情報科学」代表
高木利久（東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授）

ゲノム4領域「ゲノムひろば」担当
福岡：久原哲（九州大学大学院農学研究院・教授）

京都：小笠原直毅（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科・教授）

東京：美宅成樹（名古屋大学大学院工学研究科応用物理学専攻・教授）

総合：加藤和人（京都大学人文科学研究所・助教授）

ゲノム4領域「社会との接点委員会」
委員長：吉川寛（JT生命誌研究館・顧問）

位田隆一（京都大学大学院法学研究科・教授）
三輪史郎（（財）沖中記念成人病院研究所・理事長）
加藤和人および4領域代表

ゲノム4領域「広報委員会」
委員長：高木利久（東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授）

中井謙太（東京大学医科学研究所・助教授）
五條掘孝（国立遺伝学研究所生命情報・DDBJ研究センター・教授）
美宅成樹および4領域代表

特 定 領 域 研 究 ゲ ノ ム ４ 領 域 「 ゲ ノ ム ひ ろ ば 」 開 催 関 係 者


